
情報掲示板

ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

｢

自
然
に
や
さ
し
い　
　
　

　
　
　
　
　

夢 

あ
る
ま
ち｣

　

鹿
児
島
県
建
築

士
会
川
薩
支
部
主

催
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

【
時
】＝
11
月
23
日（
土
）～
25
日（
月
）

10
時
～
18
時

【
所
】＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
川
内
店

【
内
容
】＝

▼
夢
絵
画
展
・
表
彰

▼
ま
ち
あ
る
き
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
展

▼�

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
ク
ラ
フ
ト
バ

ル
ー
ン
）

▼
抽
選
コ
ー
ナ
ー

▼
建
築
専
門
校
技
術
紹
介

▼�

建
築
士
会
員
推
薦
賛
助
会
員
業
者

出
展

▼
建
築
士
会
員
作
品
展

▼
薩
摩
街
道
活
動
展

▼
行
政
・
観
光
コ
ー
ナ
ー

▼
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
ジ
オ
ラ
マ

▼
建
築
無
料
相
談

【
問
合
先
】＝（
公
社
）鹿
児
島
県
建
築

士
会
川
薩
支
部
事
務
局　

吉
満

（
22
）３
９
３
０

川
内
・
甑
と
れ
た
て
市

　

川
内
お
よ
び
甑
近
海
で
捕
れ
た
新

鮮
な
魚
介
類
な
ど

が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
11
月
23
日（
土
）14
時
か
ら

＊
売
り
切
れ
次
第
、
終
了

＊�

天
候
不
良
な
ど
で
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
】＝
川
内
港　

川
内
市
漁
業
協
同

組
合
事
務
所
前

【
問
合
先
】＝
川
内
・
甑
と
れ
た
て
市

実
行
委
員
会　

田
畑（
川
内
市
漁
業

協
同
組
合
内
）

（
26
）２
０
１
１

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
工
作
体
験

　
　
　
　
　

｢

や
じ
ろ
べ
え｣

　

日
本
の
伝
統
的
な
お
も
ち
ゃ｢

や

じ
ろ
べ
え｣

。
変
わ
っ
た
形
で
も
見

事
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
姿
は
不
思
議

で
す
。

【
時
】＝
11
月
23
日（
土
）13
時
～
16
時

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

【
内
容
】＝
簡
単
な
材
料
を
使
っ
て
、

不
思
議
な
形
の｢

や
じ
ろ
べ
え｣

を
作

り
ま
す
。

【
定
員
】＝
先
着
25
人

【
参
加
料
】＝
50
円

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

（
31
）４
４
７
７

て
ら
や
ま
ん
ち
で　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

遊
ぼ
う
よ

　　

芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食

欲
の
秋
、
い
ろ
い
ろ
な
秋
を
少
年
自

然
の
家
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
時
】＝
11
月
24
日（
日
）10
時
～
15
時

＊
雨
天
決
行

【
所
】＝
少
年
自
然
の
家

芸
術
の
秋

▼�

折
り
紙
工
作
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
お

り
、
紙
ひ
こ
う
き
、
プ
ラ
ホ
ビ
ー
、

木
工
ペ
ン
ダ
ン
ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

陶
芸
絵
付
け
、
木
工
旋
盤
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

▼�

卓
球（
雨
天
時
は
午
前
中
の
み
）、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ（
雨
天
時
は
中
止
）、

幼
児
が
遊
べ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

食
欲
の
秋

▼
わ
た
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

特
別
企
画

▼
永
利
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ス
ウ
ィ

　

ー
ト
キ
ッ
ズ
に
よ
る
演
奏
会

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

＊�

先
着
２
０
０
人
に
花
の
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

＊�

少
年
自
然
の
家
の
食
堂
も
利
用
可

（
食
数
に
限
り
あ
り
）

【
参
加
料
】＝
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は

材
料
代（
20
円
～
４
５
０
円
）が
必
要

【
問
合
先
】＝
少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

ア
イ
ソ
ン
彗
星
と　
　
　
　

　
　
　
　
　

水
星
食
観
察
会

　

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
大
彗
星

が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
名
は｢

ア

イ
ソ
ン
彗
星｣

。
11
月
29
日（
金
）に

太
陽
に
最
接
近
す
る
前
後
に
、
大
彗

星
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日

の
出
前
の
東
の
空
に
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
時
間
帯
に
観
察
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、｢

水
星
食｣

は
月
が
水
星
を

隠
す
珍
し
い
天
文
現
象
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
11
月
24
日（
日
）、
12
月
２
日

（
月
）・
８
日（
日
）５
時
～
７
時

＊
最
終
受
け
付
け
は
６
時
ま
で

＊�

水
星
食
観
察
会
は
12
月
２
日（
月
）

の
み
。

＊�

水
星
が
月
か
ら
出
現
す
る
予
定
時

刻
は
６
時
25
分

＊
天
候
不
良
時
は
中
止
し
ま
す
。

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館　

観
測
室

【
内
容
】＝
ア
イ
ソ
ン
彗
星
と
水
星
食

の
観
察
と
解
説

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

（
31
）４
４
７
７

中
央
公
民
館
ま
つ
り　
　
　

｢
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
良
く

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ（
Ｐ
Ｐ
Ｋ
）　　

学
び
の
ま
つ
り｣

へ　
　
　
　
　

　
　
　
　

お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
！

　【
時
】＝

▼�

作
品
展
示
＝
11
月
30
日（
土
）13
時

～
16
時
、
12
月
１
日（
日
）９
時
～

16
時

▼�

社
会
教
育
講
演
会
＝
12
月
１
日

（
日
）10
時
～
11
時
45
分

【
所
】＝
中
央
公
民
館

【
講
師
】＝
鹿
児
島
国
際
大
学
准
教
授

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
Ｓ
・
ジ
ェ
フ
リ
ー

氏【
内
容
】＝

▼�

舞
台
発
表
＝
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、

寸
劇
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

帯
結
び
、
マ
ジ
ッ
ク　

他

▼�

作
品
展
示
＝
水
彩
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

書
道
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　

他

▼
特
別
展
示
＝｢

健
や
か
青
春
展｣

　

75
歳
以
上
の
学
級
生
作
品

▼�

体
験
＝
お
茶
席
、
七
宝
焼
、
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト

▼
食
べ
物
＝
う
ど
ん
、
お
こ
わ

【
入
場
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
中
央
公
民
館

（
22
）７
２
５
１

催
　
し
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２０１３年　１１月号
純大生・作

薩摩川内の気になるコト

気になる鹿児島純心女子大学大学祭の裏側

広報薩摩川内×鹿児島純心女子大学
〜鹿児島純心女子大学大学祭～

第4回

　鹿児島純心女子大学大学祭の裏側はいかがでしたか？準備に何カ月もかけて当日
はたったの２日だけ。この２日のためにがんばった実行委員の皆さま本当にお疲れさま
でした。そして取材のご協力本当に感謝いたします。

　今回は先日10月26日、27日に行われた第20回鹿児島
純心女子大学大学祭の裏側を少しのぞいてみました。学生
でさえあまりみることのない部分をご紹介します。

　鹿児島純心女子大学大学祭W
ホワイト

hite L
リリー

ily F
フェスティバル

estivalは今回で記念す

べき20回目を迎え、今年も皆さまが楽しめるよう、大学祭実行委員が始

動した５月から約半年間さまざまな努力をしてきました。実行委員会は、５つ

の部から構成されています。執行部はスタンプラリーの企画、会計の計算、
大学祭を宣伝するための外部報道機関への情報発信などをしてきました。企
画部はステージや展示の企画、特別ゲストや文化講演の講師選定と交渉を

してきました。広報部は大学祭が開催できるよう資金を募るため、広告掲載をしてくださる企業様を訪問し、約
４００件の契約を結びました。模擬店部は名前通りに模擬店の管理や運営が仕事で、店を出してくださる外
部の方や学生とのやりとりを主にしてきました。どの部も皆さんが大学祭を楽しみ、笑顔になってくださることを

第一に考えて、休み時間や昼休み時間も実行委員の仕事をし、夜も遅くまで学生会室に残って作業をしてきまし

た。そんな気持ちを言葉にしたのが今年の大学祭のテーマだった「H
ハッピー

appy 20th A
アニバーサリー

nniversary みんな
に笑顔の花束を」です。実行委員の努力だけでなく、薩摩川内市にお住まいの皆さま、広告掲載をしてくだ
さった企業の方々、当日の会場を盛り上げてくださった皆さまのお陰で大成功しました。

　　　　—大学祭実行委員一同—

鹿児島純心女子大学 広報委員

私たちが企画・編集
しました。

薩摩川内の気になるコト

大学祭実行委員幹部の皆さん

執行部 企画部 模擬店部

広報部


